
1 新型コロナウイルス感染症にかかる雇用調整助成金の特例措置の拡大 ·口□•l
雇用調整助成金 経済上の理由により、事業活動の縮小を余儀なくされた事業主が、雇用の維持を図るための休業手当に要した費用を助成する制度

特例以外の場合の
雇用調整助成金

経済上の理由により、
事業活動の縮小を余儀なく

された事業主

生産指標要件
(3 か月10 ％以上低下）

被保険者が対象

助成率
2/3 （中小）1/2 （大企業）

計画届は事前提出

1年のクーリン万面面が
必 - -

6か月以上の被保険者期眉
が必

支給限度日数
1 年100日、 3 年150日

- - - -

新型コロナウ

現行

（一般的な場合）

新型コロナウイルス感染症の影響
を受ける事業主（全業種）

生産指標要件緩和
(1 か月10 ％以上低下）

据え置き

据え置き

計画届の事後提出を認める
(1月24日～ 5月31日まで）

ク ー リング期間の撤廃

被保険者期間要件の撤廃

同左

緊急対応期間

(4月 1日から 6月30日まで）
感染拡大防止の ため、この期間中は

全国で以下の特例措置を実施

新型コロナウイルス感染症の影響
を受ける事業主（全業種）

生産指標巽件緩和
(1か月5 ％以上低下）

雇用保険被保険者でない労働者の
休業も助成金の対象に含める

計画届の事後提出を認める
(1月24日～6月30日まで）

同左

同左

（参考）リ ー マンショック時

経済上の理由により、事業活動の縮小を
余儀なくされた事業主（全業種）

生産指標要件緩和
(3か月5 ％以上低下）

被保険者が対象

4/5（中小）、2/3（大企業）
（解雇等を行わない場合は9/10 （中小） 、

3/4 （大企業））

やむを得ないと認められる場合は 、
事前に提出があったものとみなす

クー リング期間の撤廃

被保険者期間要件の撤廃

3 年300日

1上記の拡充にあわせて、短時間一斉休業の要件緩和、残業相殺の停止、支給迅速化のため事務処理体制の強化、手続きの簡素化も行うこととする
2教育訓練が必要な被保険者について、教育訓練の内容に応じて、加算額を引上げる措置を別途講じる



令和2年度補正予算（第1号）の概要

1. 新型コロナウイルス感染症緊急経済対策関係経費

(1)感染拡大防止策と医療提供体制の整備及び治療薬の開発

167,058億円

18L-097億円

• 新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金（仮称） 〔1,490億円〕
(PCR検査機器整備、 病床・軽症者等受入れ施設の確保、 人工呼吸器等の医療設備整備、 応援医師の派造への支援等）

・ 医療機関等へのマスク等の優先配布 〔953億円〕、 人工呼吸器・マスク等の生産支援〔117億円〕

・ 幼稚園、 小学校、 介護施設等におけるマスク配布など感染拡大防止策〔792億円〕、 全世帯への布製マ

スクの配布〔233億円〕

・ アビガンの確保〔139億円〕、 産学官連携による治療薬等の研究開発 (200億円〕、 国内におけるワク

チン開発の支援〔100億円〕、 国際的なワクチンの研究開発等〔216億円〕

• 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金（仮称） 〔10,000億円〕

(2)雇用の維持と事業の継続

． 雇用調整助成金の特例措置の拡大〔690億円〕

※ 上記は 一般会計で措置した週労働時間20時間未満の雁用者に係るものであり、 20時間以上の雁用者については、 労働保険特別会計

で7,640億円を措置している。

106,308億円

・ 中小・小規模事業者等の資金繰り対策〔38,324億円〕

・ 中小・小規模事業者等に対する新たな給付金〔23,176億円〕

• 生活に困っている世帯に対する新たな給付金〔40,206億円〕

・ 子育て世帯への臨時特別給付金〔1,654億円〕
ー



観察研究

臨床研究

治験

学会ガイドライン変更
（観察研究の中での投与が
有効な範囲を絞り込み）

対象患者や用法・用量に関する
有望な範囲の絞り込み

・有効性の検証
・人的リソースの
観点から、企業治
験の働きかけも行
う

薬
事
承
認

実
臨
床
で
の
使
用

情報の入手

観察研究での
有望性が示唆
（途中の感触含
め）

症例報告や基礎研究
での有望な報告

（医療機関での治療実施についてのデータ収集を継続）

企業による
承認申請

治療薬の開発フロー（イメージ）
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身体障害者補助犬法の概要（平成 14年5月29日 法律第49号）

法の目的と定義（第一章）

【目的】
良質な補助犬の育成、補助犬使用者の施設利用の円滑化をもって、身体障害者の自立及び社会参加の促進に寄与する

【定義】
0盲導犬•••道交法で定める盲導犬
0介助犬...肢体不自由のある方のために物の拾い上げ及び運搬等の肢体不自由を補う補助を行う犬
0聴導犬・・・聴覚障害のある方にブザー音等を聞き分け、使用者に必要な情報を伝え、必要に応じ音源への誘導を行う犬

訓練事業者の義務等（第二章）

●良質な補助犬の育成（適正のある犬の選択、獣医師等との連
携確保、使用者に必要な補助の把握）

●育成した補助犬の使用状況の調査、必要に応じた再訓練

使用者の義務等（第三章、第六章）

●身体障害者補助犬の行動の適切な管理
●訓練を受けて認定された補助犬である旨の表示
●獣医師の指導を受け、犬に愛情をもって接する。

●衛生の確保（予防接種等）

補助犬の認定（第五章）
※盲導犬については、当分の間適用されない。

●指定法人・・・厚生労働大臣が指定する補助犬の認定事務を行
う法人

► 身体障害者が同伴して他人に迷惑を及ぼさない等、適切な
行動をとる能力があることの認定

► 認定した補助犬が能力を欠くこととなった場合の認定
取消

施設の円滑な利用（第四章）

●国等、公共交通事業者等、不特定かつ多数の者が利用する施設におい
て補助犬を同伴するのを拒んではならない

●政令で定める規模の民間企業における就業者が補助犬を同伴するのを
拒んではならない(※2)

●民間住宅で補助犬を同伴するのを拒まないよう努めなければならない

※施設等を利用する者が著しい損害を受けるおそれがある場合その他のや
むを得ない理由がある場合は、この限りでない

苦情相談窓口について（第七章）

●都道府県、指定都市、中核市における苦情窓口の設置(※1)

ヽ
-•---------------------------、

i 0施行日 平成 14年 10月 1日 1 
ヽ
＇ 

! O一部改正 平成19年12月5日 I 
＇ 
1 施行日：平成20年4月1日(※1)

! ＇ 

ヽ
l 施行日：平成20年10月1日(※2) , 

ヽ----------------------------




